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郭沫若(1892-1978)は近・現代中国において、翻訳、創作、文字や歴史の
研究、政治的実践等、多方面で大きな足跡を残している。彼は前後合わせて約
20年間日本に滞在しており、彼の文学や思想の形成に日本が果たした直接的、
間接的役割は決して小さくない。彼が日本経由で受容した外国文学や近代思想
は多く、それに関する中国、台湾双方からの論考も決して少なくないが、 しか
しそれらにはそれぞれの陣営の政治的な思惑が強力に働いており、事実が必ず
しも正しく把握･紹介されていない懸念がある。今年は郭沫若の没後20周年で
ある。彼の業績もそろそろ客観的に振り返るべき時期に来ているのではなかろ
うか。その意味では、中台双方の直接的な利害関係から自由な日本人による研
究が、今こそ大いにその真価を発揮することができると思われる。中国は日本
と同じ東アジアにありながら、その近代化の過程は全く異なっていた。その中
国においてドイツ文学が一人の人物を通してどのように受容されたのかを研究
することは、翻って日本の近代化や日本文化を考える上でも非常に意義深いこ
とではなかろうか。本稿は、郭沫若と外国文学、特にドイツ文学との関わりを
概観するものであり、今後の本格的な研究の予備的作業をなすものである。
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郭沫若の外国文学・近代思想受容、創作、学問研究は主に1910年代から40
年代にかけてなされ、その後は政治的実践が活動の中心となる。以下に彼の略
年譜と彼による翻訳一覧を示す。
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郭沫若略年譜
1892年四川省に生まれる
1914 日本留学（～23)。一高特設予科、岡山の六高を経て、
18 九州帝大医学部に入学。この間17年には佐藤富子と結婚生活へ
21 郁達夫、張資平、成佑吾、田漢らと文学団体「創造社」を結成
22 「創造季刊」を発行
23 九大卒業。上海へ戻り、 「創造週報」 「創造日」創刊
24 河上肇『社会組織と社会革命』の翻訳活動を通してマルクス主義
を受容
26 北伐に参加
28 南昌蜂起失敗後、千葉県市川市に亡命。その後10年間、中国古代
史・古代文字研究や翻訳、創作活動に没頭
37 抗日戦争勃発後、妻子を残して帰国。抗日戦に身を投じる
45 抗日戦勝利後は、内戦反対・人民政府樹立の運動を進める
49 人民共和国成立とともに政務院副総理（～53）・科学院院長
54 全国人民代表大会四川代表
63 中日友好協会名誉会長
78 北京で死去
翻訳一覧
1921年
22
24
25
(出版されたもののみ。 ＊付きのものはドイツ文学・ ドイツ思想関係）
＊シュトルム『みずうみ』
☆ケーテ『若きウェルテルの悩み』
オマル・ハイヤーム『ルバイヤート』
＊河上肇『社会組織と社会革命』 （マルクス主義文献)、ツルケーネ
フ『新時代』
ジョン・シング『戯曲集』、シェリー『シェリー詩選』、＊ハウプト26
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マン『ソアーナの異端者』、ゴールズワージ『争闘』
ゴールズワージ『裁判』、同『銀の箱』、 ＊『ドイツ詩選』
*ゲーテ『ファウスト』、＊『郭沫若詩集』（ドイツ詩の翻訳を含む)、
*ニーチェ『ツァラトウストラ抄』、シンクレア『石炭王』
*ミヒャエリス『美術考古学発現史』、シンクレア『ジャングル』、
『新ロシア詩選』
シンクレア『オイル』
トルストイ『戦争と平和』、 ＊マルクス『政治経済学批判』
H.G・ウェルズ『生命の科学』
『日本短編小説集』
*マルクス『芸術作品の真実性』、＊シラー『ヴァレンシュタイン』、
林謙三『階唐燕楽調研究』
H.G・ウェルズ『人類の生物学』
*マルクス、エンゲルス『ドイツ・イデオロギー』
*ゲーテ『ヘルマンとドロテーア』
*ゲーテ『ファウスト』 （全訳)、 ＊『ファウスト百三十図』
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以上からわかるように、郭沫若の翻訳と創作活動は1940年代までであり、外
国文学や近代思想の受容は1910年代から40年代が中心である。そこには日本
留学期(1914～23)と日本亡命期(28～37)が含まれる。そして主に日本経由
で受容された外国文学や近代思想は､郭沫若の文学形成だけでなく、中国の近・
現代文学形成にも大きな影響を及ぼしていく。
郭沫若と外国文化との関係は少年期に始まる。 1905年に科挙が廃止され、四
川省成都にも新式学堂が設立されると、そこに学ぶ兄たちから新しい学問や文
化が郭少年の学ぶ家塾にも洪水のように流れ込んでくる。その中ではナポレオ
ン、ビスマルクの伝記に大きな関心を抱いた（『我的童年』、 『郭沫若全集』第十
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一巻､43頁参照)。ドイツ文学関係では、1905年に伯母の家でグリム童話の『赤
頭巾』が転じたものと思われる『熊ばあさん』の話を聞いている（同上、 63－
64頁参照)。また、当時大流行していた林締訳の海外小説からも大きな楽しみ
を得たが、その中で彼の文学的傾向に決定的な影響を持ったものとして、ロマ
ンティシズムの精神溢れるスコットの『アイヴァンホー』を挙げ、 「私がスコッ
トから受けた影響は非常に深く、これはほとんど私の秘密と言っていいほどの
ことである。 （我受Scott的影哨根深,迭差不多是我的秘密｡)」（同上、 123頁）
と述べている。
郭沫若とドイツ文学の直接的関係は日本留学期に始まる。彼は自伝において
外国文学との出会いを次のように述べている。 「私が国で読みあさっていた主
なものは文学だった。 日本に着くと文学を放棄してしまったが、 日本人は外国
語を教えるのに、英語であれ、 ドイツ語であれ、みな文学作品を読本に使うの
を好む。このため、高等学校時代に、期せずして欧米文学と関係を持つことに
なった。私はタゴール、シェリー、シェイクスピア、ハイネ、ゲーテ、シラー
などに接近し、 さらに間接的には北欧文学、フランス文学、 ロシア文学にも接
近する機会を得た。これらが、私の文学の基礎の上に根を下ろし、このため、
知らず知らずのうちに幹ができ枝が生えて、ついには成長できずにいる医学の
怠惰な芽をおおってしまった。 （自己在国内所渉猪的是,主要的就是文学。到了
日本風然把文学拠奔了,但日本人教外国婚,元姶是英浴,徳鴻,都喜吹用文学作品
来傲撰本。因此,在高等学校的期同,便不期然而然地与欧美文学友生了美系。我
接近了太戈永,雪莱,莎士比並,海浬,歌徳,席勒,更阿接地和北欧文学,法国文学，
俄国文学,都得到接近的机会。迭些便在我的文学基底上称下了根,因而不知不覚
地便没出了枝干来,銘寛把元法艇成的医学獺芽掩蓋了｡)」（『我的学生吋代』、
『郭沫若全集』第十二巻、 17頁）
郭沫若は自伝『創造十年』において青年期の文学活動を自ら三段階に分けて
説明している（『創造十年』、 『郭沫若全集』第十二巻、 76－77頁参照)。
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第一段階はタゴール式と呼ばれるもので、一高予科時代、つまり 「五四運動」
以前の時期にあたる。この時期タゴールとケーテを愛好するうち汎神論へ接近
していき、スピノザを知る。しかし郭沫若本人の言葉によれば、 「書いた詩は清
淡、簡潔をとうとび、残された成果は極めて少ない。 （倣的時是崇尚清淡,簡短，
所留下的成哉扱少｡)」（同上、 76頁）という。
第二段階はホイットマン式と呼ばれている。ちょうど「五四運動」の昂揚期
にあたる。ホイットマンの『草の葉』の口語自由詩を読んで、爆発的な詩作意
欲が湧き、この状態が約’年間続く。 「作った詩は豪放、粗暴をとうとび、私の
もっとも記念すべき一時期である。 （倣的時是崇尚豪放，粗暴，要算是我pI最妃
念的一段吋期｡)」（同上、 76－77頁）と、彼自ら語っている。
第三段階はゲーテ式と呼ばれている。 日本の医学教育になじめず、文科に転
じようかと悩んでいた時期にあたる。この時期ゲーテの『ファウスト』に嗜好
が合い、 1919年夏に断片的に翻訳を始めているが、彼は、この時期「なぜかわ
からないが、第二段階の情熱を失い、韻文の遊戯者となってしまった。 （不知
想的把第二期的情熱失悼了,而成力鈎文的瀞洩者。）」 （同上、 77頁）と述べてい
る。
この自伝が書かれた1932年は､ちょうどゲーテ没後100周年の記念の年にあ
たる。この時期中国では、ゲーテを巡って郭沫若、田漢、宗白華の間で交わさ
れた書簡集で、しばしば｢中国の『ウエルテル』」とも呼ばれる『三葉集』（1920）
や、郭沫若訳『若きウェルテルの悩み』 (1922)が、「五四」新文化運動の退潮
期にあって情熱の行き場を失い悶々としていた青年知識層、文学者、作家たち
によって熱狂的に受け入れられ、 「ウェルテル熱」が最高潮に達していた。また
各地でゲーテ没後100年の記念行事が盛大に開催され、雑誌のゲーテ記念号や
ゲーテ研究が相次いで出版されていた。 ところが、郭沫若自伝『創造十年』に
おいてはゲーテや『ファウスト』に対して辛辣で否定的な見解が目立つ。自ら
中国の「ウェルテル熱」の火付け役となった彼の、ゲーテに対する一転して冷
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ややかな態度は、この時期が彼のマルクス主義研究に従事していた時期と重な
っていることと関係がある。実は、上記の三段階もマルクス主義的な視点から
青春時代の文学経験を振り返ったもので、すべてに否定的な評価が下されてい
るのである。
ところで、翻訳リストからもわかるように、郭沫若とドイツ文学のつながり
は初期から40年代まで一貫しており、ケーテとの関わりが特に目を引く。以下、
特に彼のゲーテ受容の問題を中心に話を進めることにする。
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1922年に出版された「『若きウエルテルの悩み』序文」（『《少年錐徳之瓶悩》
序引』、『郭沫若全集』第十五巻、 309-320頁）には、マルクス主義を受容する
以前の郭沫若のゲーテ観を窺うことができる。郭沫若はゲーテの思想には種々
共鳴するところがあるとして、次の五点を挙げている。第一はゲーテの主情主
義。第二は、徹底的な主観主義としてのゲーテの汎神思想。第三は、 自然を唯
一神の現われとみなすゲーテの自然賛美。第四は、ケーテの単純素朴で自然と
調和の取れた原始生活への敬慕。第五は子どもに対するケーテの尊崇である。
そして郭沫若はドイツのシュトウルム．ウント・ドラング期を中国の1919年前
後の「五四」新文化運動期になぞらえ、 『ウェルテル』に託された既成道徳、既
成社会に対する激しい憤りを中国の読者に紹介している。
上記の文学経験三段階とこの序文から見るところ、郭沫若はタゴールの汎神
論、ホイットマンの力強い口語自由律と英雄精神から大きな影響を受け、その
同じ流れでゲーテを受容していることがわかる。これは中国文学史でしばしば
「反抗的ロマン主義」 と名付けられる流れである。郭沫若は、作家の自我を強
調し主観を唯一の真実とみなして現実世界の客観性や文芸の目的性を否定する
ドイツ表現主義にも熱狂しているが、 これも同じ流れから説明が付くだろう。
ところで、 1917年のロシア革命の影響により中国にもマルクス・レーニン主
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義が受け入れられ、 「五四」新文化運動の大きな潮流を生み出していく。一方、
新文化運動の退潮期に入り、郭沫若は経済的にも思想的にも行き詰まっていく
が、 24年の河上肇『社会組織と社会革命』の翻訳活動を通して彼に思想上の一
大転機が訪れる。郭沫若は述べている。 「この本の訳出は私の一生の中で一つの
転換期を形作った。私を半眠状態の中から呼び醒ましてくれたのはこれだ。私
を岐路での紡樫から引き出してくれたのはこれだ。私を死の暗影の中から救い
出してくれたのはこれだ。 （迭括的洋出在我一生中形成了一ﾉﾄ蒋換期｡把我圦半
眠状恋里喚醒了的是'E,把我圦岐路的衝復里引出了的是‘E,把我ﾙﾍ死的暗影里救
出了的是宮｡)」（『創造十年錘篇』、 『郭沫若全集』第十二巻、 205頁）また、こ
うも述べている。 「私が河上博士の本を訳したことは､私の社会経済に関する認
識を増し、正確な理論に対する信念を固めさせただけではなく、同時に生み出
した副作用は、文芸について別の見解を私に抱かせもしたのだった。 （我洋了河
上博士的名,不仮使我増艇了美干社会姪済的狄洪,堅定了我対干正砺理姶的信心，
而同吋所j土:生的一介副作用,便是使我x寸干文乞杯抱了労外一称見解。）」 （同上、
206-207頁）郭沫若はこのように述べているように、マルクス主義的唯物史観
や弁証法的進歩史観を受け入れると、 「革命文学」へと文学観が一変し、文芸運
動の陣営から革命運動の戦線へ転じている。そしてまったく直観に頼って自由
に創作する天才主義、青年期のロマン主義からの訣別を宣言している。
郭沫若はこの時期、独自に文芸論の基礎を打ち立てたいとも考えていた。近
代医学、中でも生理学の知識を利用して、文芸の創作過程、感応過程、進化過
程を説明し、これらに基づいて「文芸の科学」を構成しようとしていた。 （同上、
225-226頁参照）郭沫若は少年期に近代ヨーロッパの学問に触れ、1912年には
厳復訳ハックスレー『進化と倫理』を通して進化論を知る。その後、 日本にお
ける医学教育によって、西洋の自然科学の精神と素養を身に付け、それが、汎
神論、無神論、唯物論の受容へつながり、 さらには弁証法的唯物史観を取るマ
ルクス主義受容の基礎を作ったと考えられる。
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マルクス主義受容の初期にあたる1926年に出版されたハウプトマンの「『ソ
アーナの異端者』訳者序」 （『《昇端》洋者序』、『郭沫若集外序践集』、 247-249
頁）には、まだまだ粗雑ながらマルクス主義の研究を通して身に付けつつある
郭沫若の弁証法的思考の跡と、かつては否定されていた文学の目的性に対する
関心が窺える。序文には例えば次のような文章がある。 「人本主義と禁欲主義の
争いは、 ヨーロッパ文明の局部的な問題ではあるが、 しかし霊肉の争いは、ひ
ょっとすると既成道徳と人間性の本然の争いであるかもしれないのであって、
どちらかと言えば人類普遍の、かつ永遠の煩悶なのである。この煩悶の解決は、
ハウプトマン氏のこの小説から一つの方法が提供されているが、私は我が国の
現代の青年に対してかなりの助けにならなくもないと信じる。(人本主又与禁欲
主又的党争,風是欧西文明的局部何題,但是昊肉的党争,或者是既成道徳弓人性的
本然的党争,却是人突普過的,而且是永逸的頬阿。迫ｲ､頬阿的解決,由霞氏的迭篇
少悦提供出一十方法来了,我相信対干我国現代的青年不元相当的援助。)｣(同上、
248頁）日本におけるハウプトマン受容は､直接的な社会変革のエネルギーとは
ならず、個人の内面へと内向化して、田山花袋の『蒲団』をはじめとする自然
主義文学、私小説の系譜を生み出していくが、郭沫若の場合はむしろこれと正
反対に、 自我を表現する文学から無産階級の精神を表現する文学へと社会に向
かって開かれていく。
マルクス・レーニン思想研究の初期には、郭沫若はこの思想に熱狂するあま
り、それまで高く評価していた思想家、哲学者、作家、詩人をことごとく否定
するようになる。 ドイツ関係では、例えば、スピノザ、カント、 ドイツ新ロマ
ン主義、 ドイツ表現主義の作家や詩人たち、特にゲーテに対する批判は徹底し
ている。
1928年に出版された「『ファウスト』第一部訳者後記」（『《浮士徳》第一部洋
后』、 『郭沫若集外序駮集』、278-282頁）の末尾にはこう書かれている。「かつ
て第二部もあちらこちらいくらか翻訳したことがあるが、私は全訳する野心は
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捨ててしまった。この作品の内容と私自身の思想にはすでにとても大きな距離
が出来てしまったのだ。こんなことはまたわざわざ弁解する必要もないけれど
も。 （第二部我風然也曽零砕地洋泣一些,但我也把那全洋的野心拠奔了。迭部作
品的内容和我自己的思想已姪有一ｲ､根大的距高,迭是用不着再来牽就的。）」 （同
上、 281頁)1932年に書かれた自伝『創造十年』には、上記の「大きな距離」
に関して具体的に次のように述べられている。 「ゲーテが人を敬服させるとこ
ろは、彼の努力にあるが、彼の業績も実際はたかの知れたものだ。彼を彼の同
国で同時代あるいはやや後に出たマルクスと比較してみたらどうだろうか。そ
れはまったく太陽の光の中の螢であるということができる。彼はドイツでは封
建社会からブルジョア社会に転化する段階の詩人であり、彼は初期にはブルジ
ョア革命を鼓舞するラッパ手であったが、ヴァイマル公国の宰相となったのち
は、おとなしく封建陣営の中に引っこんでしまった。彼の貴族趣味と帝王思想
は実際いささか鼻につく。 （歌徳可以今人偏服的地方,是在他的努力,但他的成銭
也実在有限｡他和他同国同吋而硝梢后出的弓克思比較起来是態公祥?那筒亘可以
悦是太I旧光中的一ﾉﾄ董火虫1他在徳国是由封建社会蒋変到蜜j立昌社会的那十价段
中的時人,他在初期是吹奏着資声防扱革命的一介号手,但圦他倣了隈到公国的宰
相以后,他老実退回到封建降菅里去了,他那貴族趣味和帝王思想実在有点蕪鼻｡)」
（『創造十年』、 『郭沫若全集』第十二巻、 78頁）このように郭沫若はゲーテを
反動的、封建的詩人として徹底的に嫌悪し、ついには『ファウスト』が世界の
名著であることを否定するまでにいたる。
しかし、 1947年に出版された「『フアウスト』小論」（『《浮士徳》筒洽』、『郭
沫若全集』第十六巻、 268-282頁）では、マルクス主義研究の進展とともに、
『ファウスト』がまた新たな視点でとらえられ、以前の行き過ぎた解釈が修正
されている。 『フアウスト』はケーテが60年の歳月をかけて完成した作品であ
り、郭沫若自身も中断をはさみながらも30年間これの翻訳に関わっている。こ
の「小論」はそのまま郭沫若の30年にわたるケーテ受容の変遷を物語る内容と
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なっている。郭沫若はそこではおおよそ次のように述べている。
『フアウスト』翻訳は1919年、つまり「五四運動」の高潮期に着手された。
「五四運動」は、封建社会から現代へと脱皮しようとしている時代という点で、
青年ゲーテ時代の「シュトウルム・ウント・ドラング運動」とよく似ていたた
め、青年ゲーテの心に共鳴し、一種の崇拝に似た気持ちをもって第一部を翻訳
した。翻訳をしているときはまるで自分自身が創作しているような気持ちだっ
たのだが、その後第二部に含まれている壮年ゲーテないし老年ケーテの心情が
理解できず、それらに嫌悪すら感じるようになり、翻訳を完成する気持ちをな
くしてしまった。それでも第一部出版(1928)の20年後に第二部翻訳の完成に
こぎ着けたのは、ゲーテが第二部を執筆していた年齢に自分の年齢が近づいた
ことと、現在の中国の現実と作品中で風刺されているドイツの当時の現実に類
似を見て取り、そこに骨肉のような共感を覚えるようになったからだ、 と。
『ファウスト』という作品には学者悲劇、グレートヒェン悲劇、女性原理によ
る魂の救済の問題をはじめ様々な要素が指摘できるが､郭沫若は『ファウスト』
を特に魂の発展史であり、時代精神の発展史であるととらえ、この作品に近代
と前近代の葛藤とその弁証法的展開、そしてその失敗と希望を見ている。郭沫
若はおおよそ次のように述べている。
『ファウスト』にはイギリス、フランスに比べ近代化に立ち遅れたドイツの
現実が反映している。ファウストは若々しい気概をもって進歩を求め、妖気立
ち込める旧体制の世界を突き進んでいくが、結局はあの時代を脱却し、超越す
ることができなかった｡ケーテは革命の場面でファウストを皇帝の側につかせ、
革命を鎮圧させている。もちろん、ケーテも封建統治の腐敗に不満であったが、
ドイツ人はこのような腐敗状態を脱却することができずにいて、ゲーテ個人も
彼のユートピア幻想の中を駆け巡り、その幻想の中で満足を尋ね求めざるを得
なかった。そのような意識が「自由な国民」のための「自由な土地」をつくり
出そうとする干拓の場面に結晶している。その「自由な国民」 「自由な土地」と
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いうのは結局は虚妄であり、偉大な詩人は結果として虚妄の封建諸侯式の民主
的な享楽を獲得しただけだ。これがファウストの悲劇なのだ。しかし、幻想か
ら出たこととはいえ、民衆のための干拓事業というのは、 自我中心主義から人
民本位主義への発展であり、超時代的飛躍なのだ。ケーテはこれを完成こそし
なかったが、彼の心は常に前に向かっていたのだ、 というのである。
郭沫若はゲーテを進化論者であると位置付け､個性発展の弁証法的見方が『フ
ァウスト』悲劇全体の中心プロットとなっており、それが時代発展や宇宙の発
展へと敷術されていると述べ、そして不断に変化して止まず、飽くことなく進
歩を目指すケーテに最終的には肯定的な評価を下している。つまり、マルクス
主義受容の初期には「いささか鼻につく」と述べていたゲーテの貴族趣味や帝
王思想に、後年の郭沫若は封建的状態からどうにも抜け出すことのできないケ
ーテの、 自分自身や時代に対する鋭い風刺を読み取り、進歩を促す否定的な要
素としてこれをむしろ積極的に取り上げているのである。
郭沫若が大革命、抗日戦争、蒋介石の白色テロ等を経験し、社会認識が深ま
るとともに、ゲーテが再評価され、後年に及んで郭沫若の中でマルクスとケー
テは相互に排除し合うことなく共存していくことになるのである。
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郭沫若著作端輯出版委員会翁『郭沫若全築』 （北京・人民文学出版社第十一巻1992年,第十二
巻1992年,第十五巻1990年,第十六巻1989年）
上海囲名館文献資料室,四川大学郭沫若研究室合鋪『郭沫若集外序殴集』（成都・四川人民出版
社1983年）
（なお、郭沫若の自伝からの引用には、 『私の幼少年時代他郭沫若自伝l』小野忍・丸山昇
訳（平凡社 1967)、『黒猫・創造十年他郭沫若自伝2』小野忍・丸山昇訳（平凡社 l968)、
『続創造十年他郭沫若自伝3』小野忍・丸山昇訳（平凡社 1969)を参考にした｡）
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